
平成２９年度 第２回八尾市在宅医療・介護連携推進会議　会議録（要約版）
平成29年９月2９日（金）
午後２時～４時
八尾市役所本館６０５会議室
出席者　委　員：委員名簿のとおり（健康推進課は代理出席：嶋野課長補佐）
　　　　事務局：高齢介護課　植田参事、吉川課長補佐、山平係長、稲冨係長、上田係長
　　　　　　　　　（オブザーバー：山原次長）
１．開　　会
	■（事務局説明）[会議録要約版]
前回会議の振り返り。


２．在宅医療・介護連携推進事業（案）について
	■（事務局説明）[資料1]
在宅医療・介護連携相談窓口の設置（案）について説明。
■ 意見交換

・この相談窓口で具体的にどのような支援をするのか。
　→例えば、退院時、医療側が八尾市内の介護側と連携を取りにくい場合、
この相談窓口に相談いただき、相談窓口が介護側との連携を仲介する、
といった支援を行う。
・校区高齢者あんしんセンターとの使い分けは。
　→専門機関からの相談は相談窓口（地域支援室）へ。

一般市民からの相談は校区高齢者あんしんセンターへ。
・相談窓口の職員はどのような資格か。研修は。
　→医療と介護の両方の知識を持つ職員として、基幹型地域包括支援センター
職員（看護師・保健師・介護支援専門員等）。府等の研修に参加している。

・６５歳未満（小児など）はこの仕組みに乗らないのか。
　→この事業は地域支援事業に位置づけられており、６５歳以上が対象となる。今後、保健所の機能が市に移譲されることも踏まえ、市全体で考えていかなければ

ならない課題と認識している。


	■（事務局説明）[資料２]
認知症初期支援集中チームの設置（案）について説明。
■ 意見交換

・サポート医と訪問担当者が自宅を訪問するのか。
　→訪問担当者がサポート医の助言を受けたうえで訪問する。必要があれば
サポート医も同行可能。

・専門医ではない医師に指示書を出してもらい訪問看護が入るケースがあるが、

今後はサポート医の指示をもらうことになるか。
　→専門医でなくても指示書を出している医師から認知症疾患医療センターを

紹介いただいたうえ、対応いただきたい。認知症初期支援集中チームでは、

全く医療が介入できていないケースを想定している。

・若年性認知症への対応は。
　→若年性認知症は、第２号被保険者であれば対象になる。ただ、支援方法が
高齢者とは違うので、保健所や保健センターを中心に連携して対応。

・かかりつけ医・歯科医・薬剤師や地域が気付いた場合は包括に相談でよいか。
　→お見込みのとおり。


３．今後の取り組み内容について
	■（事務局説明）
・多職種連携推進研修会　平成30年１月26日（金）午後２時～

　　※詳細は次回会議でお知らせする。
・第3回会議　11月下旬に開催予定。


４．その他
	■ 委員からの情報提供
・在宅医療の看取りの研修会

平成30年3月２４日（土）、市立病院会議室


５．閉　　会
